
神水セ研究報告第 6 号(2013)                                 9 

 

 

2012.12.25 受理 神水セ業績 No．12-003 

脚注＊ 栽培技術部 ＊＊企画経営部 ＊＊＊（独）水産総合研究センター増養殖研究所資源生産部沿岸資源グ

ループ 

                   〒415-0156 静岡県賀茂郡南伊豆町石廊崎 183-2 

 神奈川県におけるトラフグ水揚量と種苗放流の関係 

 

櫻井繁・一色竜也・鈴木重則 

 

Relationship between the number of released juveniles and the amount of landings  Ocellate 

Puffer Takifugu rubripes in Kanagawa prefecture 

 

 

Shigeru SAKURAI＊，Tatsuya ISSHIKI＊＊，Shigenori SUZUKI＊＊＊ 

 

 

緒 言 

トラフグTakifugu rubripesはフグ目フグ科に属

し、全長 80cm、体重 10 ㎏以上に達し、現在 25 種

あるトラフグ属の中でも大型に成長する魚種であ

る。同種はフグ料理の最高級食材として高値で取引

され、漁獲対象種及び養殖対象種として非常に重要

な魚種となっている１）。 

同種は北海道以南の太平洋、日本海、朝鮮半島西

岸、黄海、東海に分布し、特に九州沿岸から東シナ

海、瀬戸内海、伊勢・三河湾にかけてトラフグ延縄

漁による漁場が形成されているが、房総半島、能登

半島、秋田県沿岸においても一時的に漁場が形成さ

れている２）。 

本県においては相模湾にトラフグの来遊がみら

れた時、長井漁港に水揚げする長井町漁業協同組合

所属の漁業者がトラフグ延縄による操業を時折行

ってきたが 3）、1990 年 11 月から 1991 年 3月まで神

奈川県水産試験場による漁場調査で２尾の漁獲が

あった以外４）、1993 年以降トラフグの漁獲はほと

んど見られなかった。しかし、2003 年、長井漁港

においてトラフグの水揚量が急増した。これを受け

て翌年から長井町及び横須賀市大楠漁業協同組合

の自主的な種苗放流が開始された３）。 

2006 年からは（社）全国豊かな海づくり推進協

会の栽培漁業実証事業が活用され、（公財）神奈川

県栽培漁業協会及び神奈川県水産技術センターに

よってトラフグ種苗の標識放流（無標識を含む）が

開始された３）。 

2006〜2009 年における同標識放流の結果、放流

後の移動や分散、成長についての知見が得られたと

同時に３）、種苗放流による水揚げ増大の可能性が示

唆された。 

本県ではトラフグの放流効果調査として標識放

流調査の他に、2005 年から水揚量調査や漁獲物の

体長測定等の市場調査を実施してきた。本報告では、

これら調査結果のうち、特に水揚量の増大が顕著で

あった長井漁港のトラフグ水揚量や漁期、漁獲の主

対象となる年齢等を明らかにして、その特性を把握

するとともに、放流尾数の経年変化と水揚量の年変

動との関係から種苗放流の効果を検討した。 

 

材料および方法 

年別の種苗放流尾数、場所、サイズについて 

 長井町及び横須賀市大楠漁業協同組合は 2004 年

よりトラフグの種苗放流を始め、（財）神奈川県栽

培漁業協会の斡旋種苗を購入し、毎年６～７月に

40.0～75.0mm サイズの種苗２～13.5 千尾を横須賀

市長井及び佐島地先の相模湾へ放流を行った。2009

年からは江の島片瀬及び横須賀市東部漁業協同組

合も加わり、相模湾の藤沢市地先、東京湾の浦賀地

先に放流した（表１、図１）。 

（公財）神奈川県栽培漁業協会及び神奈川県水産

技術センターは 2006～2010 年に（社）全国豊かな

海づくり推進協会の「栽培漁業技術実証事業」を受

け、（独）水産総合研究センター増養殖研究所南伊

豆庁舎（旧南伊豆栽培漁業センター）から年間 21
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表１ 神奈川県海域に放流したトラフグ種苗の放流海域、種苗由来、標識の種類、サイズ及び放流尾数 

放流日 放流場所 放流実施主体 種苗由来 標識 大きさ(mm) 放流尾数
2004年6月25日 相模湾（横須賀市佐島・長井） 漁協 購入種苗 無標識 69.0 12,000
2005年6月21日 相模湾（横須賀市佐島・長井） 漁協 購入種苗 無標識 59.4 10,000
2006年6月 7日 相模湾（横須賀市佐島・長井） 漁協 購入種苗 無標識 70.0 5,000
2006年7月25日 相模湾（横須賀市佐島・長井） 栽培協会 水研 アンカータグ青 77.6 10,000
2006年8月 8日 東京湾（横浜市金沢区） 水技セ 水研 アンカータグ赤 88.0 5,000
2007年6月19日 東京湾（横浜市金沢区） 水技セ 水研 ALC・無標識 41.6 52,000
2007年6月20日 相模湾（横須賀市佐島） 栽培協会 水研 ALC 42.6 44,000
2007年6月26日 相模湾（横須賀市佐島・長井） 漁協 購入種苗 無標識 75.0 4,000
2007年7月18日 相模湾（横須賀市長井） 栽培協会 水研 アンカータグ緑 88.7 12,000
2007年7月19日 東京湾（横浜市金沢区） 水技セ 水研 アンカータグ黄 88.3 12,000
2008年6月26日 相模湾（横須賀市佐島・長井） 漁協 購入種苗 無標識 40.0 2,000
2008年7月16日 相模湾（横須賀市佐島・長井） 水技セ 水研 アンカータグ青８ 89.9 11,000
2008年7月17日 東京湾（横浜市金沢区、横須賀市平成町） 水技セ 水研 アンカータグ赤８ 87.2 10,000
2009年6月16日 相模湾（横須賀市佐島） 水技セ 水研 無標識 46.6 45,000
2009年7月 7日 相模湾（横須賀市佐島・長井、藤沢市） 漁協 購入種苗 無標識 75.0 13,500
2009年7月 9日 東京湾（横須賀市浦賀） 漁協 購入種苗 無標識 60.0 11,150
2009年7月14日 相模湾（横須賀市佐島・長井、葉山町） 水技セ 水研 アンカータグ緑９ 81.5 12,000
2009年7月15日 東京湾（横浜市金沢区、横須賀市平成町） 水技セ 水研 アンカータグ黄９ 84.9 12,000
2010年6月23日 東京湾（横須賀市浦賀） 漁協 購入種苗 無標識 60.0 11,150
2010年6月25日 相模湾（横須賀市佐島・長井、藤沢市） 漁協 購入種苗 無標識 60.0 11,000
2010年6月29日 相模湾（横須賀市佐島・長井） 水技セ 水研 アンカータグ青１０ 76.4 13,000
2010年6月30日 東京湾（横浜市金沢区、横須賀市平成町） 水技セ 水研 アンカータグ赤１０ 76.0 12,000
2011年6月17日 東京湾（横須賀市浦賀） 漁協 購入種苗 無標識 60.0 11,150
2011年6月27日 相模湾（横須賀市佐島～長井、江の島） 漁協 購入種苗 無標識 60.0 13,000
2011年7月 5日 相模湾（小田和湾） 水技セ 水研 アンカータグ緑１１ 76.8 12,000
2011年7月 6日 相模湾（小田和湾） 水技セ 水研 アンカータグ緑１１ 76.8 11,000
2011年7月 8日 東京湾（横浜市金沢区、横須賀市平成町） 水技セ 水研 無標識 43.9 10,000

 

～120 千尾のトラフグ種苗が供与された。さらに

2011 年には（独）水産総合研究センター増養殖研

究所、三重県水産研究所及び静岡県水産技術研究所

と共同研究契約書を締結し、トラフグ種苗を供与さ

れた。これら「栽培漁業実証事業」及び共同研究に

よる放流種苗は、アンカータグを装着した 76.0～

89.9mm の大型種苗と、無標識とした 41.6～46.6mm

の小型種苗の２群に大別できる。アンカータグを装

着した大型種苗は、東京湾側の横浜市金沢区ベイサ

イドマリーナ及び横須賀市平成町の横須賀港安浦

地区に放流を行った。さらに相模湾側でも横須賀市

長井漁港及び佐島漁港から漁業者の協力を得て、三

浦半島の西岸沿岸域に放流した。一方、無標識の小

型種苗は、2007 年及び 2009 年に佐島漁港に、2007

年に横浜市金沢区ベイサイドマリーナに放流した

（表１、図１）。 

●横須賀港安浦地区

●浦賀
●佐島漁港

●長井漁港

●藤沢

相模湾

東京湾
神奈川県

●ベイサイドマリーナ

 

図１ 東京湾及び相模湾での種苗放流場所 

これらのトラフグ種苗放流を取りまとめ、海域別、

年別に放流尾数や大きさを整理した。 

月別水揚量によるトラフグ漁期の確定 

本県におけるトラフグ水揚量は統計的な把握が

されていない。主要な漁期を明らかにするため、主

な水揚げ港である相模湾に面した長井漁港、佐島漁

港、東京湾に面した柴漁港を対象に各年の月別水揚

量を調べた（図２）。なお、長井漁港は 2003 年 11

月から 2012 年 3 月の８年５ヶ月間、佐島漁港は

2003 年 1月から 2012 年 3 月の９年３ヶ月間、柴漁

港は 2003 年 4 月から 2009 年 1 月の４年 10 ヶ月間

を調査期間とした。 
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●佐島漁港

●長井漁港

相模湾

東京湾
神奈川県

●柴漁港

 

図２ 東京湾及び相模湾での水揚量調査漁港 

 

これら漁期を考慮して漁港別年別に水揚量、種苗

放流尾数を取りまとめ、これらの経年変化を把握し

た。 

体重組成について 

本県で漁獲されるトラフグの主要な大きさを把

握するため、長井町漁業協同組合の水揚げの仕切り

伝票から日別の水揚げ個体別の体重データを収集

した。長井漁業協同組合では 0.1kg 単位で魚体重を

計測しており、これを 0.2kg 間隔 20 階級の個体数

組成に整理した。 

 

結 果 

種苗放流数の経年変化 

種苗放流が開始された2004年から2011年につい

て、相模湾及び東京湾の放流尾数を年別に集計した。

相模湾への放流尾数は 2004 年の 12 千尾から 2011

年の 36 千尾までの計 106.5 千尾であり、2007 年及

び 2009 年は全長 42.6～46.6mm の小型種苗 44 千尾

及び 45 千尾を含む 60 千尾及び 70.5 千尾が放流さ

れた。また、東京湾への放流尾数は 2006 年の 5 千

尾から2011年の21.2千尾までの計146.5千尾であ

った。2007 年は全長 41.6mm の小型種苗 52 千尾を

含む 64 千尾が放流された（図３）。 
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図３ 東京湾及び相模湾に放流したトラフグ種

苗尾数 

 

月別水揚量の推移とトラフグ漁期  

長井漁港における 2003 年 11 月から 2012 年 3 月

の月別水揚量をみると、2003年は 12月に 553.2㎏、

2004 年も 12月に 217.4 ㎏、2005 年も 12月に 131.7

㎏のピークが認められた。2007 年は 12 月に 264.9

㎏のピークとなった。その後、2008 年は 12 月に

813.0 ㎏、2009 年は 11 月に 508.6 ㎏、2010 年は 11

月に 844.4 ㎏、2011 年は 12 月に 593.9 ㎏のピーク

がみられた。このように長井漁港におけるトラフグ

漁期は 10 月から翌年２月ごろと思われた（図４）。

また、これら長井漁港における水揚げの８～９割は

トラフグ狙いの延縄漁業によるもので、他に定置網

漁業が１～1.5 割、刺網漁業を含むその他の漁業が

０～１割であった。 

 

1   7   1   7   1   7   1   7   1   7   1   7   1   7   1   7   1  

2004    2005    2006    2007    2008    2009    2010    2011    2012 

 

図４ 長井漁港の月別水揚量 

 

佐島漁港における2003年 1月から2012年 3月の

月別水揚量をみると、2003 年 6 月に 51.7kg、12 月

に 137.3 ㎏のピークが認められた。その後、2005

年 1 月には 45.0 ㎏、2006 年 5 月に 40.7 ㎏、2007

年 11 月に 65.7 ㎏、2009 年 4 月に 45.5 ㎏、2010

年 3 月に 47.3 ㎏、2011 年 4 月に 70.7 ㎏のピーク

がみられた。このように佐島漁港では 2003 年、2005

年、2007 年は冬季に水揚げのピークがあったが、
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2009～2011 年は春先にピークがみられ、年によっ

て漁期が変動する様子がみられた（図５）。また、

これら佐島漁港おける水揚げの８～９割は定置網

漁業のもので、他に延縄漁業が１～２割、刺網漁業

を含むその他の漁業が１割以下であった。 

 

1   7   1  7   1   7   1  7   1  7   1   7   1  7   1   7   1  7   1 

2003   2004    2005   2006   2007    2008   2009    2010   2011   2012 

年月  

図５ 佐島漁港の月別水揚量 

 

柴漁港における2003年 4月から2009年 1月の月

別水揚量をみると、2005 年 11 月に 114.4 ㎏の大き

なピークがみられたが、その後は 2007 年 12 月に

32.1kg と小さなピークがみられたのみであった。

このように柴漁港におけるトラフグ漁期は秋頃か

ら翌年春頃と思われた（図６）。また、これら柴漁

港における水揚げの９割以上は小型底びき網漁業

のもので、刺網漁業を含むその他の漁業が１割以下

であった。 

 

   7    1     7    1     7    1     7    1     7    1     7    1 

2003     2004       2005       2006       2007       2008      2009 

 

図６ 柴漁港の月別水揚量 

 

年別水揚量の変動と放流尾数の関係 

長井漁港のトラフグ漁期は、10月から翌年２月

ごろまでであったことから、各年の水揚量を４月

～翌年３月の年度で集計した。これらをみると、

2003 年度（集計は 11 月～翌年３月）に 1,104.4kg

であったが、2004 年度 446.9kg、2005 年度 236.2kg

に減少した。2006 年度以降は徐々に増加し、2008

年度の 1,910.4kg まで増加したが、2009 年度は

1,548.3kg に減少した。2010 年度は再び増加し

2,682kg なり、2011年度は 1,776.9kg に減少した。 

これら年度別水揚量の変動と相模湾の年別放

流尾数の増減を比較すると、放流尾数が 60 千尾

及び 70.5 千尾に増加した 2007 年度及び 2009 年

度の翌年度に水揚量の増加が見られた。一方で 13

千尾及び 24千尾に放流尾数が減少した 2008 年度

及び 2010 年度の翌年度は水揚量が減少する傾向

が見られた（図７）。 
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 図７ 長井漁港のトラフグ水揚量と相模湾へ

の種苗放流尾数 

 

佐島漁港の場合、年によって漁期が変動する様

子がみられたが、長井漁港との比較のために、年

度別に水揚量を集計した。2003 年度は 288.9kg で

あったが、2004 年度 114.0kg、2005 年度 69.3kg

に減少した。2006 年度以降は徐々に増加し、2007

年度の 312.6kg まで増加したが、2008 年度は

193.8kg に減少した。2009 年度は再び増加し

211.3kg なったが、2010 年度は 162.1 ㎏に減少し

た。2011 年度は 177.7 ㎏とわずかに増加した（図

８）。長井漁港に比べ水揚量は 1／10 程度であっ

た。年度別水揚量の変動と相模湾の年別種苗放流

尾数を比較すると、種苗放流尾数の増減と水揚量

の変動との関係は見られなかった。 
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図８ 佐島漁港のトラフグ水揚量と相模湾へ

の種苗放流尾数 

 

柴漁港におけるトラフグ漁期は秋頃から翌年

春頃であったため、各年の水揚量を４月～翌年３

月の年度で集計した。2003 年度は 12.5 ㎏、2004

年度は 24.4 ㎏、2005 年度は 201.7 ㎏、2006 年度

は 16.8 ㎏、2007 年度は 90.8 ㎏、2008 年度は 47.0

㎏となった。東京湾には 2007 年度に小型種苗を

含む 64 千尾を放流したが、放流年度及び翌年度

には水揚量の顕著な増加は見られなかった（図

９）。 

長井、佐島、柴漁港における水揚量と種苗放流

尾数の関係を回帰分析により検討したところ、明

瞭な関係は見られなかった。 
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図９ 柴漁港のトラフグ水揚量と東京湾への 

    種苗放流尾数 

長井漁港におけるトラフグ水揚物の体重組成 

長井漁港に水揚げされたトラフグの年度別体

重組成を図 10 に示した。2004 年度は体重が 0.2

～4.0 ㎏以上の個体の各階級の頻度はそれぞれ

５％前後で一定しており、2005 年度も同様の傾向

であった。2006 年度は 1.4～1.6 ㎏の階級の頻度

が 15％前後と高く、1.2 ㎏以下の階級はそれぞれ

２～８％、1.8 ㎏以上の階級はそれぞれ１～７％

と低い傾向であった。2007 年度は 1.2～1.4 ㎏の

階級の頻度が 2006 年度と同じくそれぞれ 15％前

後と高く、1.2 ㎏以下の階級も９～14％と高い傾

向だったが、1.6 ㎏以上の階級は低かった。2008

年度は 1.2 ㎏の階級頻度を最高に一峰型を示し、

2009 年度も階級 1.0 ㎏をピークとした一峰型、

2010年度も階級0.8㎏をピークとした一峰型を示

していたが、2009 年度と比較して低い階級に偏っ

ていた。2011 年度は階級 1.0 ㎏をピークとした一

峰型を示した。 

 

図 10 長井漁港におけるトラフグ水揚物の体

重組成の推移 

考 察 

神奈川県沿岸域におけるトラフグの漁獲構造 

長井漁港ではトラフグを水揚げした主な漁業種

類は延縄漁業であった。一方、佐島漁港は定置網

漁業、柴漁港は小型底びき網漁業であった。これ
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ら各漁港における水揚量の割合は 20：２：１とな

っており、長井漁港の延縄漁業による水揚量が他

に比べ著しく高かった。長井漁港に水揚げされた

トラフグは相模湾で漁獲されていることから、本

県におけるトラフグ漁業の主体は相模湾におけ

るトラフグ狙いの延縄漁業であると言える。主た

る漁期は 10 月から翌年２月であった。 

また、本県では一色ら３）によって、トラフグ放

流魚の成長式が求められており、満１歳魚で

27.5cm、満２歳魚で 38.3cm、満３歳魚で 41.8cm

と計算される。その全長から体重を推定すると、

トラフグ１＋歳魚の体重は 336～975g で、漁期に

は 601～910g と推定される。漁獲物の体重は 0.8

～1.2 ㎏にピークが見られたことから、長井漁港

に水揚げされるトラフグの体重組成をみると、１

歳魚以上が漁獲の主体であると推察された。 

近傍のトラフグ資源である伊勢・三河湾系群を

利用する三重、愛知、静岡３県の漁業形態は、主

に底びき網漁業、延縄漁業、巻き網漁業である。

2000 年度以降の漁業種別の漁獲割合は、底びき網

漁業が 12～37％、延縄漁業が 63～88％、巻き網

漁業が０～６％となっており９）、同系群において

も水揚量の大半は延縄漁業で占められている。伊

勢湾及び三河湾内で操業される小型底びき網漁

業の水揚物の年齢組成は当歳魚が 79％を占め、湾

外の 50～130ｍ深の大陸棚で操業される延縄漁業

では１歳魚以上が 70％を占めている８）11）。伊勢・

三河湾系群のトラフグは伊勢湾湾口部に産卵場

があり、伊勢湾内で成長した当歳魚は秋から冬に

かけて、湾内から外海の水深 150ｍ以浅に分布域

を拡大することが知られている５）９）。 

本県沿岸域においても放流したトラフグは放

流直後から秋にかけては、陸釣りやボート釣りの

遊漁、地びき網やシラス船びき網漁業で再捕され、

秋から冬にかけて水深 20ｍ以深に移動し、定置網

漁業や小型底びき網漁業で再捕されている。冬か

ら翌年にかけて成長した放流魚は、延縄漁業によ

って水深 100ｍ以浅の大陸棚で再捕されているこ

とが標識放流調査によって明らかにされており３）、

伊勢・三河湾系群と同様に沿岸域で成長し１歳魚

以上になって、沖合いの大陸棚に移動した群を狙

う延縄漁業が主体となっていると考えられた。 

水揚量の推移にみられる種苗放流の効果 

相模湾での種苗放流は 2004 年度から開始され

ているが、長井漁港における水揚量は 2003 年度

が 1,104.4kg に達している。ここ数年間、県内の

トラフグの水揚量は皆無に近かったことから、こ

れら水揚げを支えた群は他海域からの来遊群で

あった思われる 12）13）。また、2004～2007 年度の

１歳魚以上の群は 2003 年度に来遊した群で構成

されていると考えられ、これ以降トラフグの来遊

がなかった。そのため、年が経過するとともに消

滅していったと思われる。2008 年以降は、別途、

放流種苗の鼻孔隔壁欠損率からも放流効果を検

討しているが（未発表）、市場調査から鼻孔隔壁

欠損率で混入率を求めた。2008 年は 74％、2009

年は38％、2010年は59％、2011年は84％と高く、

このことからも、放流魚主体であったと推定され

る。 

種苗を多く放流した 2007 年度及び 2009年度は

その群が１歳魚となる翌年度の水揚量の増加に

現れ、放流尾数がこの両年度より低い 2006、2008、

2010 年度はその翌年度に水揚量の縮小がみられ

た。このことは、ある一定以上の種苗を放流すれ

ば、水揚量の増加に反映することを示していると

考えられた。なお、種苗を多く放流した 2007 年

度及び 2009 年度は、全長 40～50mm の小型種苗の

割合が 73％及び 64％を占めていた。これら小型

種苗でも相模湾の延縄漁業には放流効果がある

と思われた。 

一方で、同じ相模湾に面する佐島漁港における

水揚量は、放流種苗尾数が増加した 2007 年度及

び 2009 年度に僅かしか増えておらず、種苗放流

尾数と水揚量の明瞭な関係は見られていない。こ

れは、佐島漁港におけるトラフグ漁業の主体が定

置網漁業であることが考えられる。これら定置網

漁業では、種苗放流した年の秋から冬にかけて

25cm 程度に成長した当歳魚を主体に漁獲してお

り、１歳魚以上の漁獲は少なかった。その原因と

して、１歳魚以上の分布水深帯と定置網の漁場域

がオーバーラップしていないためである考えら

れる。したがって、佐島漁港の水揚げをもってト

ラフグ分布量及び種苗放流効果の評価を行うの

は困難であると思われた。 
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東京湾では種苗放流が 2006 年度から開始され

ているが、柴漁港における水揚量は殆ど増えてい

ない。主なトラフグ漁業は小型底びき網漁業によ

るものであり、種苗放流した秋から冬にかけて、

25cm 程度に成長した当歳魚を主体に水揚げして

いる。伊勢・三河湾系群を利用している三重、愛

知県における小型底びき網漁業の水揚物の特徴

をみると、当歳魚を主体に漁獲している９）10）。こ

れらのことから、東京湾で種苗放流を実施しても

当歳魚までは小型底びき網漁業で漁獲されるが、

１歳魚以上になると湾外に移動して、漁獲できな

かったと思われる３）。 

近傍のトラフグ資源である伊勢・三河湾系群を

利用している愛知県において、伊勢湾、三河湾及

び遠州灘に放流した種苗尾数とトラフグ水揚量

との関係をみると、小型底びき網漁業における水

揚量について、内湾域に放流する場合には全長

50mm 以上で小型底びき網漁業では正の相関がみ

られ、延縄漁業においても全長 30mm 以上で正の

相関があることが報告されている 10）。 

本県においても一定以上の種苗を放流すれば、

延縄漁業によって水揚量が増加することが推測

されるが、トラフグを種苗生産する場合、噛み合

いによる減耗を防ぐため、広いスペースが必要で

ある。本県の場合には施設の制約により、大型種

苗を大量に生産することはできない。小型種苗で

も大量に放流すれば水揚量の増加が見込めるこ

とが推測されることから、本県におけるトラフグ

種苗生産に有効な方法であると考えられる。 
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